
概

３年度 令和　３年度 令

施

和　４年度
活動指標名

策

単位
実績 計画 実績 計画

名

決算 当初予算 決算 当初

生

予算
全体事業概要

①
利

涯

用者数 人 30,000

学

14974 30,00

習

0
三島市民生涯学習セ

・

ンター内児童センター

青

において、  
遊びを通

少

して児童の健康増進と

年

豊かな情操を育むため

基

0 11,868 10,

本

965 11,893
の

目

各種事業を展開する。

標

②
単発講座開催回数 回

未

10 8 10
また、利用

来

者が安心安全に利用で

に

きるよう適切な管理
運

つ

営を行う。 令和　５年

な

度の優先度

③
単発講座

ぐ

参加者数 人 300 17

人

6 300
1 　□ Ａ　

材

　　 □ Ｂ　　　 

を

□ Ｃ　　　 □ Ｄ

育

　

新型コロナウイルス

む

感染症対策として人数

ま

制限をする中で、利用

ち

者数については計画値

要

に到達しなかったが、

施

単
■ 計画どおり  

策

 
令和　３年度 発講座

の

においては感染症対策

目

をしながら実施可能な

的

方法を模索し、概ね計

誰

画通り開催することが

も

できた。
□ 遅延  

が

       
の評価

生

□ 進展なし    

涯

 

■ 維持　□ 拡大

を

感染症対策をしながら

通

積極的に各種事業を展

じ

開するとともに、引き

て

続き安心・安全に利用

、

できる場の提供を行う

い

事業区分 □ 自治事務

つ

   □ 法定受託 

で

  □ その他
今後の

も

方向性 □ 縮小　□ 

、

改善 ため、衛生管理の

ど

徹底に努める。
（改善

こ

措置等）□ 休止　□

で

 終了
計画対象 □ 実

も

施計画査定対象  □

自

 行政改革対象 
□ 

由

廃止　　　　 

※決算

に

額については、端数処

学

理により、他資料の決

び

算額と差異が生じてい

、

る場合もあります。

その成果を生かすことが

No. 事務事業

で

名 活動内容 コスト（事

き

業費：千円）

市単独事

る

業費補助金 令和　２年

環

度 令和　３年度 令和　

境

３年度 令和　４年度 令

と

和　２年度 令和　３年

、

度 令和　３年度 令和　

青

４年度
活動指標名 単位

少

実績 計画 実績 計画 決算

年

当初予算 決算 当初予算

が

全体事業概要
①

交付団

健

体数 団体 2 2 2
三島市

や

子ども会連合会補助金

か

　子ども会の育成を図

に

るために三島市子ども

育

会連合会 0 580 38

つ

7 560
が実施する事

環

業に係る補助金を交付

境

する。
②

三島市子ども

を

会連合会小 % 30 23

整

.1 28
 地域活動費

え

補助金 学生加入率
　児

る

童センターを拠点とし

こ

て活動する地域活動団

と

体が 令和　５年度の優

。

先度
実施する事業に係

施

る補助金を交付する。

策

③2 　□ Ａ　　　 

の

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

方

　　　 □ Ｄ　

２団

向

体に対し、児童健全育

青

成のための事業費の一

少

部を補助し、その活動

年

を支援することができ

の

たが、三島市地域
■ 

健

計画どおり   
令和

全

　３年度 活動連絡協議

育

会は新型コロナウイル

成

ス感染拡大による事業

新

中止のため一部補助金

型

の返金があり、三島市

コ

子ども会
□ 遅延  

ロ

       
の評価

ナ

連合会は少子化などの

ウ

影響により小学生加入

イ

率が計画値を下回った

ル

。
□ 進展なし   

ス

  

■ 維持　□ 拡

感

大 今後も補助金の交付

染

を継続するとともに、

症

団体が児童の健全育成

拡

のための活動を継続、

大

発展していけるよう支

の

援
事業区分 □ 自治事

影

務   □ 法定受託

響

   □ その他
今後

を

の方向性 □ 縮小　□

受

 改善 していく。
（改

け

善措置等）□ 休止　

、

□ 終了
計画対象 □ 

青

実施計画査定対象  

少

□ 行政改革対象 
□

年

 廃止　　　　 

健全育成のための各事業については計画どおり進めることができなかったが、実施した事業においては、より対象
□ 計画どおり   

令和　３年度 者の関心が高い研修内容等に設定や感染拡大防止策を徹底した上でイベントを開催するなど、工夫しながら事業を進めたことにより、目標値より高い満足度を得ること
■ 遅延         

の評価 が出来た。青少年相談事業においては相談件数の大幅増加に加え、相談内容の複雑化・多様化に対応するため、相談員のスキルアップ研修等を実施した。また、児童セ
□ 進展なし     

ンター事業においてもコロナ過の影響によりイベントを縮小したため、代替として動画配信による活動周知を行うな

1

ど、新規利用者の増加

頁

に努めた。
■ 維持　

令

　　　 青少年育成各

和

事業については、引き

 

続き対象者の関心が高

3

そうな研修内容を設定

年

し、青少年健全育成研

度

修の充実と将来の指導

　

者となる人材の育成に

　

努める。青少年相談

今

事

後の方向性 □ 拡大　

務

　　　 事業では、不

事

登校の児童生徒が年々

業

増加しているに併せ、

評

相談件数も上昇してお

価

り益々相談室の役割が

表

大きくなっているため

（

、引き続き、相談員の

個

研修等を実施してい

（

票

改善措置等） □ 縮小

）

　　　　 く。また、

課

児童センター事業にお

名

いては、新型コロナウ

教

イルス感染拡大の影響

育

により活動が縮小して

推

しまった協力団体と今

進

後も連携しながら事業

部

を実施できるよう、組

生

□ 改善　　　　 織

涯

維持のための支援を行

学

う。

習課 作成日 令和　４年

No. 事

　

務事業名 活動内容 コス

８

ト（事業費：千円）

児

月

童センター事業 令和　

　

２年度 令和　３年度 令

５

和　３年度 令和　４年

日

度 令和　２年度 令和　



概

３年度 令和　３年度 令

施

和　４年度
活動指標名

策

単位
実績 計画 実績 計画

名

決算 当初予算 決算 当初

生

予算
全体事業概要

①
面

涯

接相談延べ人数 人 1,

学

000 2499 1,0

習

00
多様な青少年問題

・

への対応として、青少

青

年が心身とも
に健やか

少

でたくましく成長する

年

ことを願い、こころの

基

0 11,091 10,

本

350 11,259
ケ

目

アを図るための面接相

標

談や電話相談と、非行

未

を未然
②

電話相談延べ

来

人数 人 1,000 14

に

95 1,000
に防ぐ

つ

ための補導活動を関係

な

機関との連携のもとに

ぐ

実
施し、家庭・学校と

人

地域が連携し、青少年

材

の健全育成 令和　５年

を

度の優先度
事業を推進

育

する。
③3 　□ Ａ　

む

　　 □ Ｂ　　　 

ま

□ Ｃ　　　 □ Ｄ

ち

　

コロナ禍が影響して

要

いるのか、不登校傾向

施

の児童生徒が上昇傾向

策

にあるため、青少年相

の

談室の役割が大きくな

目

っ
■ 計画どおり  

的

 
令和　３年度 てきて

誰

いる。今後も上昇傾向

も

は続くのではないかと

が

予想される。
□ 遅延

生

         
の

涯

評価
□ 進展なし  

を

   

□ 維持　■ 

通

拡大 面接相談、電話相

じ

談に加え、メール相談

て

があることもさらに周

、

知し、24時間悩み相

い

談をすることができる

つ

場所が
事業区分 □ 自

で

治事務   □ 法定

も

受託   □ その他

、

今後の方向性 □ 縮小

ど

　□ 改善 あるという

こ

ことを知らせていきた

で

い。また、青少年相談

も

室を利用する児童生徒

自

、学校教職員とを三島

由

市が貸与し
（改善措置

に

等）□ 休止　□ 終

学

了 ているタブレット端

び

末を用いたオンライン

、

相談も活用していく。

そ

計画対象 □ 実施計画

の

査定対象  □ 行政

成

改革対象 
□ 廃止　

果

　　　 

※決算額につ

を

いては、端数処理によ

生

り、他資料の決算額と

か

差異が生じている場合

す

もあります。

ことができる環境と、青

No. 事務事業名 活動

少

内容 コスト（事業費：

年

千円）

三島市少年の船

が

事業 令和　２年度 令和

健

　３年度 令和　３年度

や

令和　４年度 令和　２

か

年度 令和　３年度 令和

に

　３年度 令和　４年度

育

活動指標名 単位
実績 計

つ

画 実績 計画 決算 当初予

環

算 決算 当初予算
全体事

境

業概要
①

少年の船参加

を

者数 人 0 0 56
洋上で

整

の集団生活や研修地で

え

の自然・文化・産業等

る

の
学習を通して、体験

こ

学習と仲間づくりの機

と

会を提供し 0 185 7

。

1 0
、たくましさと思

施

いやりのある豊かな情

策

操を養い、心
②

静岡県

の

初級指導者認定取 人 0

方

0 56
身ともに健全な

向

中学生の育成を図る。

青

得者数

令和　５年度の

少

優先度

③
少年の船参加

年

者満足度 ％ 0 0 80
4

の

　□ Ａ　　　 □ 

健

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

全

　 □ Ｄ　

新型コロ

育

ナウイルス感染拡大防

成

止のため研修事業は中

新

止とし、今後の少年の

型

船の在り方を検討すべ

コ

く三島市少年
□ 計画

ロ

どおり   
令和　３

ナ

年度 の船検討委員会（

ウ

計３回）を実施した。

イ

■ 遅延      

ル

   
の評価

□ 進展

ス

なし     

□ 維

感

持　□ 拡大 令和４年

染

度については、新型コ

症

ロナウイルスの影響を

拡

鑑み、県内を研修地と

大

した代替事業を実施す

の

ると共に、教
事業区分

影

□ 自治事務   □

響

 法定受託   □ 

を

その他
今後の方向性 □

受

 縮小　■ 改善 育的

け

効果についての検証を

、

行っていく。
（改善措

青

置等）□ 休止　□ 

少

終了
計画対象 □ 実施

年

計画査定対象  □ 

健

行政改革対象 
□ 廃

全

止　　　　 

育成のための各事業については計画どおり進めることができなかったが、実施した事業においては、より対象
□ 計画どおり   

令和　３年度 者の関心が高い研修内容等に設定や感染拡大防止策を徹底した上でイベントを開催するなど、工夫しながら事業を進めたことにより、目標値より高い満足度を得ること
■ 遅延         

の評価 が出来た。青少年相談事業においては相談件数の大幅増加に加え、相談内容の複雑化・多様化に対応するため、相談員のスキルアップ研修等を実施した。また、児童セ
□ 進展なし     

ンター事業においてもコロナ過の影響によりイベントを縮小したため、代替として動画配信による活動周知を行うな

2

ど、新規利用者の増加

頁

に努めた。
■ 維持　

令

　　　 青少年育成各

和

事業については、引き

 

続き対象者の関心が高

3

そうな研修内容を設定

年

し、青少年健全育成研

度

修の充実と将来の指導

　

者となる人材の育成に

　

努める。青少年相談

今

事

後の方向性 □ 拡大　

務

　　　 事業では、不

事

登校の児童生徒が年々

業

増加しているに併せ、

評

相談件数も上昇してお

価

り益々相談室の役割が

表

大きくなっているため

（

、引き続き、相談員の

個

研修等を実施してい

（

票

改善措置等） □ 縮小

）

　　　　 く。また、

課

児童センター事業にお

名

いては、新型コロナウ

教

イルス感染拡大の影響

育

により活動が縮小して

推

しまった協力団体と今

進

後も連携しながら事業

部

を実施できるよう、組

生

□ 改善　　　　 織

涯

維持のための支援を行

学

う。

習課 作成日 令和　４年

No. 事

　

務事業名 活動内容 コス

８

ト（事業費：千円）

青

月

少年相談室事業 令和　

　

２年度 令和　３年度 令

５

和　３年度 令和　４年

日

度 令和　２年度 令和　



概

度 令和　３年度 令和　

施

４年度
活動指標名 単位

策

実績 計画 実績 計画 決算

名

当初予算 決算 当初予算

生

全体事業概要
①

少年育

涯

成事業開催回数 回 50

学

29 45
小学生、中学

習

生、高校生を対象に、

・

野外活動や教養講
座等

青

の体験を通して自主性

少

、実践性、協調性、思

年

いや 0 1,562 1,

基

153 1,335
りの

本

心、忍耐力など社会の

目

中でたくましく生きる

標

力を
②

少年育成事業参

未

加延べ人 人 1,315

来

1,037 1,315

に

培い、心豊かな少年育

つ

成を図各種事業を行う

な

。 数

令和　５年度の優

ぐ

先度

③
少年育成事業参

人

加者の満 ％ 80 90.

材

3 80
5 足度 　□ Ａ

を

　　　 □ Ｂ　　　

育

 □ Ｃ　　　 □ 

む

Ｄ　

新型ウイルス感染

ま

防止のため開催回数減

ち

少となったが、より対

要

象者の関心が高そうな

施

研修内容を設定し、目

策

標値
□ 計画どおり 

の

  
令和　３年度 以上

目

の満足度を参加者から

的

得ることが出来た。
■

誰

 遅延       

も

  
の評価

□ 進展な

が

し     

□ 維持

生

　□ 拡大 引き続き対

涯

象者の関心が高そうな

を

研修内容を設定し、青

通

少年健全育成研修の充

じ

実と将来の指導者とな

て

る人材の育
事業区分 □

、

 自治事務   □ 

い

法定受託   □ そ

つ

の他
今後の方向性 □ 

で

縮小　■ 改善 成に努

も

める。
（改善措置等）

、

□ 休止　□ 終了
計

ど

画対象 □ 実施計画査

こ

定対象  □ 行政改

で

革対象 
□ 廃止　　

も

　　 

※決算額につい

自

ては、端数処理により

由

、他資料の決算額と差

に

異が生じている場合も

学

あります。

び、その成果を生かす

N

こ

o. 事務事業名 活動内

と

容 コスト（事業費：千

が

円）

青年育成事業 令和

で

　２年度 令和　３年度

き

令和　３年度 令和　４

る

年度 令和　２年度 令和

環

　３年度 令和　３年度

境

令和　４年度
活動指標

と

名 単位
実績 計画 実績 計

、

画 決算 当初予算 決算 当

青

初予算
全体事業概要

①

少

青年教養講座開催回数

年

回 0 0 0
青年を対象と

が

した各種教養講座を実

健

施し、青年相互の
交流

や

や活動の活性化の推進

か

及び地域社会で活躍で

に

きる 0 0 0 0
青年リー

育

ダーの育成を図る。
②

つ

青年教養講座参加延べ

環

人 人 0 0 0
数

令和　５

境

年度の優先度

③6 　□

を

 Ａ　　　 □ Ｂ　

整

　　 □ Ｃ　　　 

え

□ Ｄ　

令和３年度は

る

予算措置がないため、

こ

実施していない。
□ 

と

計画どおり   
令和

。

　３年度
□ 遅延  

施

       
の評価

策

■ 進展なし    

の

 

□ 維持　□ 拡大

方

次年度も予算措置が無

向

いため、講座以外での

青

活動を検討していく。

少

事業区分 □ 自治事務

年

   □ 法定受託 

の

  □ その他
今後の

健

方向性 □ 縮小　■ 

全

改善
（改善措置等）□

育

 休止　□ 終了
計画

成

対象 □ 実施計画査定

新

対象  □ 行政改革

型

対象 
□ 廃止　　　

コ

　 

ロナウイルス感染症拡大の影響を受け、青少年健全育成のための各事業については計画どおり進めることができなかったが、実施した事業においては、より対象
□ 計画どおり   

令和　３年度 者の関心が高い研修内容等に設定や感染拡大防止策を徹底した上でイベントを開催するなど、工夫しながら事業を進めたことにより、目標値より高い満足度を得ること
■ 遅延         

の評価 が出来た。青少年相談事業においては相談件数の大幅増加に加え、相談内容の複雑化・多様化に対応するため、相談員のスキルアップ研修等を実施した。また、児童セ
□ 進展なし     

ンター事業においてもコロナ過の影響によりイベントを縮小したため、代替として動画配信による活動周知を行うな

3

ど、新規利用者の増加

頁

に努めた。
■ 維持　

令

　　　 青少年育成各

和

事業については、引き

 

続き対象者の関心が高

3

そうな研修内容を設定

年

し、青少年健全育成研

度

修の充実と将来の指導

　

者となる人材の育成に

　

努める。青少年相談

今

事

後の方向性 □ 拡大　

務

　　　 事業では、不

事

登校の児童生徒が年々

業

増加しているに併せ、

評

相談件数も上昇してお

価

り益々相談室の役割が

表

大きくなっているため

（

、引き続き、相談員の

個

研修等を実施してい

（

票

改善措置等） □ 縮小

）

　　　　 く。また、

課

児童センター事業にお

名

いては、新型コロナウ

教

イルス感染拡大の影響

育

により活動が縮小して

推

しまった協力団体と今

進

後も連携しながら事業

部

を実施できるよう、組

生

□ 改善　　　　 織

涯

維持のための支援を行

学

う。

習課 作成日 令和　４年

No. 事

　

務事業名 活動内容 コス

８

ト（事業費：千円）

少

月

年育成事業 令和　２年

　

度 令和　３年度 令和　

５

３年度 令和　４年度 令

日

和　２年度 令和　３年



概

和　３年度 令和　３年

施

度 令和　４年度
活動指

策

標名 単位
実績 計画 実績

名

計画 決算 当初予算 決算

生

当初予算
全体事業概要

涯

①
中学生参加率 ％ 26

学

38.48 26
中学生

習

が日常生活の中で考え

・

、感じていることを発

青

表
する機会を提供する

少

ことにより、自らを見

年

つめ直して 0 192 1

基

59 189
社会の一員

本

としての自覚を高める

目

契機とするとともに
②

標

来場者数 人 80 75 8

未

0
、青少年の健全育成

来

について市民に理解と

に

認識を深め
てもらうこ

つ

とを目的とし、三島市

な

中学生の主張大会 令和

ぐ

　５年度の優先度
を実

人

施する。
③7 　□ Ａ

材

　　　 □ Ｂ　　　

を

 □ Ｃ　　　 □ 

育

Ｄ　

新型コロナウイル

む

ス感染拡大の影響によ

ま

り、来場者数は計画値

ち

をわずかに下回ったも

要

のの、各中学校に早期

施

に募
■ 計画どおり 

策

  
令和　３年度 集通

の

知し、応募を呼びかけ

目

たことで、中学生参加

的

率については目標を達

誰

成することができた。

も

□ 遅延      

が

   
の評価

□ 進展

生

なし     

■ 維

涯

持　□ 拡大 広く作品

を

募集をするため、早期

通

に各中学校に対し周知

じ

を行い、引き続き応募

て

者の増加を図っていく

、

。また、一般
事業区分

い

□ 自治事務   □

つ

 法定受託   □ 

で

その他
今後の方向性 □

も

 縮小　□ 改善 市民

、

の来場を促せるよう、

ど

開催方法の検討や周知

こ

を強化する。
（改善措

で

置等）□ 休止　□ 

も

終了
計画対象 □ 実施

自

計画査定対象  □ 

由

行政改革対象 
□ 廃

に

止　　　　 

※決算額

学

については、端数処理

び

により、他資料の決算

、

額と差異が生じている

そ

場合もあります。

の成果を生かすことがで

No. 事務事業名

き

活動内容 コスト（事業

る

費：千円）

市単独事業

環

費補助金 令和　２年度

境

令和　３年度 令和　３

と

年度 令和　４年度 令和

、

　２年度 令和　３年度

青

令和　３年度 令和　４

少

年度
活動指標名 単位

実

年

績 計画 実績 計画 決算 当

が

初予算 決算 当初予算
全

健

体事業概要
①

交付団体

や

数 団体 5 4 3
青少年健

か

全育成団体等が行う青

に

少年健全育成事業に係

育

る事業費に対する補助

つ

金 0 2,352 1,8

環

97 2,583
「三島

境

市青年団体連絡協議会

を

補助金」
②「ボーイス

整

カウト三島地区補助金

え

」
「ガールスカウト三

る

島地区連絡協議会補助

こ

金」 令和　５年度の優

と

先度
「三島カウンセリ

。

ング研究会補助金」
③

施

8 「青少年健全育成会

策

補助金」 　□ Ａ　　

の

　 □ Ｂ　　　 □

方

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

向

新型コロナウイルス感

青

染症の影響により活動

少

を中止したため、三島

年

市青少年健全育成会補

の

助金は一部の団体から

健

□ 計画どおり   

全

令和　３年度 返金戻入

育

した。また、三島市青

成

年団体連絡協議会補助

新

金については全額戻入

型

した。
■ 遅延   

コ

      
の評価  

ロ

□ 進展なし    

ナ

 

■ 維持　□ 拡大

ウ

今後も補助金の交付を

イ

継続し、団体が青少年

ル

の健全育成のための活

ス

動を継続、発展してい

感

けるよう指導していく

染

事業区分 □ 自治事務

症

   □ 法定受託 

拡

  □ その他
今後の

大

方向性 □ 縮小　□ 

の

改善 。
（改善措置等）

影

□ 休止　□ 終了
計

響

画対象 □ 実施計画査

を

定対象  □ 行政改

受

革対象 
□ 廃止　　

け

　　 

、青少年健全育成のための各事業については計画どおり進めることができなかったが、実施した事業においては、より対象
□ 計画どおり   

令和　３年度 者の関心が高い研修内容等に設定や感染拡大防止策を徹底した上でイベントを開催するなど、工夫しながら事業を進めたことにより、目標値より高い満足度を得ること
■ 遅延         

の評価 が出来た。青少年相談事業においては相談件数の大幅増加に加え、相談内容の複雑化・多様化に対応するため、相談員のスキルアップ研修等を実施した。また、児童セ
□ 進展なし     

ンター事業においてもコロナ過の影響によりイベントを縮小したため、代替として動画配信による活動周知を行うな

4

ど、新規利用者の増加

頁

に努めた。
■ 維持　

令

　　　 青少年育成各

和

事業については、引き

 

続き対象者の関心が高

3

そうな研修内容を設定

年

し、青少年健全育成研

度

修の充実と将来の指導

　

者となる人材の育成に

　

努める。青少年相談

今

事

後の方向性 □ 拡大　

務

　　　 事業では、不

事

登校の児童生徒が年々

業

増加しているに併せ、

評

相談件数も上昇してお

価

り益々相談室の役割が

表

大きくなっているため

（

、引き続き、相談員の

個

研修等を実施してい

（

票

改善措置等） □ 縮小

）

　　　　 く。また、

課

児童センター事業にお

名

いては、新型コロナウ

教

イルス感染拡大の影響

育

により活動が縮小して

推

しまった協力団体と今

進

後も連携しながら事業

部

を実施できるよう、組

生

□ 改善　　　　 織

涯

維持のための支援を行

学

う。

習課 作成日 令和　４年

No. 事

　

務事業名 活動内容 コス

８

ト（事業費：千円）

中

月

学生の主張大会事業 令

　

和　２年度 令和　３年

５

度 令和　３年度 令和　

日

４年度 令和　２年度 令


